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昭和４４年度漁況侮況予報事業報告書

東京都水産試験場

1．調査の実施状況

（１）実施機関および担当者留名γ～

実施機関東京都水産試験場い～場～長神…崎嘉瑞夫

担当者同大島分場、分場長塩～屋照雄
１．漁況・海況草ズ『正

石１１１吉造

…‘析内智

２．プランクトン・卵稚仔～ｉ 岩田光正

大槻知寛

ａ海上調査藤浦紀光

青一沼勇

曰｝

佐野惣吉

田中七郎

他１５名

同八丈分場漁況〃海…祝中川政男

（２）沖合定線調査

イ実施調査船

船名あずま船長名藤浦紀光乗組員１８名

調査船要目

トン数６２．３２トン馬力２５０ｐＳ

機関の種類デイゼル（阪神）速力８０ノット
２．５ワイヤー１，０００フル）測深機Ｔ、Ｓ、Ｏ型（ＴＳＫ製）馬力

｜産研ニュースーパークラフｏ１，５００型音響測深機型式

ＫＯ２８ＫＯ

記録レンジ浅０～１５０，１００～２５０，２００～５５０”し

￣深０～５２０，４００～９２０，８００～１，５２０７”

記録紙乾式（巾１５cmz）

－１－



１，５００型沖電気製その他レーダー沖電ラ

ロ観測定線概要図

４月・２月大島～鳥島間１０側点

１０月大島～ベヨネーズ間８測点

'、調査項目

Ａ全測点において通常観測

海象水温，塩素量，透明度，水色，

波浪，うねり

気象風向，風力，雲量，天気，気

温，気圧

生物⑬Ｂ網Ｏ←１５０ｍ垂直曳

採集。

⑪Ａ網表層水平５分曳き。

特異現象魚探機による魚群分布。

潮目の目視観測。

Ｂ観測己層

０，１０，２０，５０，５０，７５，

ハ１００，１５０，２００，５００，

４００，５００，６００”し（計１５層）
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実施概要

ｄノヘ'１Ｌ

４４１０

(3)地先定線調査

イ実施調査船

(2)のイに同じ。

ロ観測定線概要図

測点数１９側点

但し，４，５月はＡ

Ｂ測点追加。

′、調査項目

Ａ全測点において通常

観測

(2)のハに同じ。

Ｂ観測層

０，１０，２０，

５０，５０，７５，

３５°
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3４１００，１５０，

２００，５００，

４００”（計１１層）
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実施概要

傭JfJ考圷

サバ漁場調査のため,Ａ，
Ｂの２測点を追加。

調査員名
一一

青沼勇=:fFiFiilII:輩
欠測点数側点数船名調査年月日

一一一一一一一一

４４．４．２１～２５ あずま
￣￣

ノノ

２１

吉
一
男
一
勇

佐青一青
惣野
沼

沼

同上０２１２１４４．５．１６～２０

－￣－－－－●■－－－－

４４．６．１４～１６ ０１９１９〆’
勇
一
勇

沼
沼

一
周

青
００１９１９４４．Ｚ１０～１２

４４．８．１１～１５

４４．２５～５

４４．１０．２４～２６

４４．１１．６～８

４４．１２．２～６

４５．１．８～１５

〃

０１９１９”

青沼勇０１９１９ﾉノ

青沼勇０１９１９ﾉゾ

青１Ｅ１勇

一一

佐野惣吉

０１９１９〃

１了'十:二:二|:二:二二鵲瓦
１１８１９”

１７１９〃

青沼勇
一

青沼勇

０１９〃１１９４５．２．２２～２４

荒天のためＴ１５を欠測。１１８〃’１９４５．５．１９～２２

(４１標本漁船調査

昭和４２年度以降，標本漁船調査は中止している。
１Ｗ

(5)予報資料収集方法

イカﾛ入電信（テレックス）

なし
，}

ロその他の資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料。

－指導船癒あずま”・やしお，，および爾拓南”による調査資料。

大島波浮港魚市場水場資料。

市場および一般漁船に対する閏込承調査。

島しょ各漁業協同組合との電話連絡，および闇込承調査。

他県水産試験場発行の漁海況速報。水路部発行資料。

漁獲魚の魚体測定調査結果。
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(6)予報の発表

イ漁海況速報

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

発行月日 主な対象魚種主な配布先発行部数

魚
一

個一離
キ
ー
，

”
一
派

洲一那 マ
’

タ

ロ
｜
ロ

ト
ー
ト

東海区水研およ’

ぴ関係水試，者'１

下各漁業協同組

ムー
ロ

〃

〃

〃

各回７０部４月２９Ｌ１６．２５．５０
－￣－.一己-0‐･←⑤－－－－．－－０凸‐●-｡￣●－－－C－－－－－－■￣●－■-－

５月Z１４．２１．２５．

６月４．１１．１８．２５．
･幻－－－~－－－Ｄ－－－Ｃ－Ｔ－－◆￣---

７月１８．１６．２２．２９１

８月５．－１５'１９Ｌ２Ｚ

イカ，タカベ，サバ，低魚
一一一=－－－－－一一一一一一

タヵベ，イカ，トビ，底魚

イカ乳タカベ飢底魚

ァジ，イカ，底魚Ｚ２４．５０．９月１８．１

１０月ＪL～１

１１月５１

ァソ，イカ，底魚
皇一一一一一一

ァソ，イカ，底魚～
－－－P￣￣－－－－－

了ソ，イル底魚．

４．２２．２９Ｌ

1１８．２６．

〃
一
〃
一
〃
｜
〃

5．１０．１６．２４．

８．１３２ｑ２８．

４１０－１８．２６．
６．．１

４．１０．１７【５１．

計

Ⅱ｜Ⅲ｜胡一胡

サバ，マグロ，底魚

サバ，カジキ，マグロ，トビ
．．●

サバ，カジキ，トビ，底魚

5，５７０
￣￣￣－－－－－一－－－－￣－－￣－－－－◆－－－－－－－

その他の識Iiiの公表方法Ｌ～nつ

「大島分場だより」に各種調査結果ならびに識ｌｉを掲載，発行（月２回）・

大島漁業用海岸局より漁海況調査結果の無線放送，ならびに港内放送・

新聞等への公表。

ロ

－５－



調査研究結果

海洋状態の推移と特徴

海洋状態の推移

伊豆諸島近海における黒潮は，昭和４４年５月末まで御蔵島近海を流去し，各島定置

観測水温もほぼ平年並に経過したが，４月に入ると遠州灘沖の冷水塊が島しょ近海に接

近したため，水温は著しく低下し，各島定置観測水温は概ね２～５℃平年を下廻った。

また，黒潮もこの冷水塊を迂回し，八文島～青ヶ島間を流去した。

４月下旬以降，黒潮の北上に伴ない冷水塊は東進縮少した。５月に入ると黒潮は三宅

島近海まで接岸し〆地先定点の各層水温はともに平年並ないしや上高目となった。

６月には遠州灘沖冷水塊が再び張出したため，この外縁を迂回する黒潮は青ヶ島～ペ

ヨネーズ近海から列島線上を北上，三宅島近海より東方に流出する様になり，伊豆諸島

はほぼ黒潮本流に洗われる形となった。７月中旬までこの傾向が持続し，水温は表層で

平年並下層で１～２℃高目であった。

８月に入るとノ７月下旬以来列島線上まで東進した冷水塊は二分し，￣方は八丈島の

東沖に進んだ．このため黒潮流軸は列島線上で大きく変動，蛇行し，水温も表層では７

月に比べ全域で３～４℃昇温した。

９月以降，黒糊本流は再び遠州灘沖冷水塊を迂回し，青ヶ島近海から列島線東側を北

上して御蔵島近海から房総沖に流去した。この傾向は１２月上旬まで持続したが，この

間冷水塊の伸縮により，三宅島～御蔵島海域へ一時的に流軸の移動があｈまた分枝流

の流去がみられた。,

水温は黒潮流軸の移動により変化したが，概ね冷水塊の影響を受けた西北部海域で低

く黒潮の接岸傾向にあった御蔵島近海で高かった。

１２月下旬には冷水塊が列島線を中心に分布したため，黒潮流軸は東偏し，青ヶ島～

ペヨネーズ海域を通過後房総沖に達した。島しょ全域が冷水塊に覆われたため水温は著

しく低下し，１月には各層とも１４～１５℃台と，１２月に比べ表層で４℃以上，１００

，層で２～５℃低温となった。これら水温は平年に比べて各層とも北部海域で１～２℃，

御蔵島～八丈島海域で２～５℃低目であり，南部ほど冷水塊の影箸を強く受けていた。

２月中旬，御蔵島～八丈島間に黒潮分枝流が認められ，水温も銭洲近海を中心に昇温

が承られたが，５月に入ると島しょ全域は再び冷水塊に覆われ，各層とも１５～１４℃

台にまで降温した。この状態は月末まで持続して徐々に回復した。

2．

(１）
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特徴………以上のような海洋状態の推移からみて，本年の特徴として次の様なことが

挙げられる。

ｏ４～５月：４月紀州沖より遠州灘沖に冷ik塊が移動したため，５月に一時平年並に回

復したほか，黒潮流軸は南偏し島し圭近海は低水温に覆われた｡

○６～８月：６月冷水塊の張出しにより，黒潮はこの外線を迂回し列島線上を北上した

ため，島しょ海j或水温は概ね平年並であった。この傾向は７月中旬まで持

続したが，７月下旬以降冷水塊が東進，二分したため黒潮は列島線上で大

きく変動，蛇行し，水温も不規則な変化をした。

。?～１１月：黒潮は一時的な変動を除いて青ヶ島近海から列島線東側を北上した。水温

は西に低く東に高い分布傾向を示したｂ

ｏｌ２～５月：１２月中旬以降５月まで冷水塊が列島線を中心に分布した。また，黒潮は

東偏し，青ヶ島～ペヨネーズi海域から列島線のはるか東沖を房総沖に流出

したため，島しょ海域は全域低水温に覆われ，特に南部海域で冷水塊の影

響を強く受けた。

ｏ本年度は年間を通じて調査海或は冷水塊の影響を強く受け，黒潮流軸および水温の

変化が箸るしかった。すなわち６月以降冷水塊の外縁の承が少さな変動を続け，その

中心地付近はほとんど移動しなかった。そのため本年度は，年間を通じて冷水塊が長

期にわたって伊豆諸島海域に影響を及ぼした。

イ沖合定線調査

◎４月上旬観測

長期にわたって黒潮流軸が位置した御蔵島～八丈島海域は，表層１５℃，１００"し層

１２℃，２００ｍ層１０℃台の冷水塊に覆われ，一方黒潮流軸は八丈島～青ヶ島間に移

行し，この海域ではＮＥ～ＥＮＥ方向に２．５ｋｔの海流がふられた。

Ｏ加，１０Ｍし，２００，層の水温は，御蔵島～八丈島間の冷水塊を中心として南北

に漸次高水温が分布し，大島～三宅島近海では各層とも１６～１７℃，青ヶ島近海で１９

℃台の水帯が分布した。

◎１０月中旬観測

黒潮本流は八丈島～青ヶ島間をＮＮＥ方向に1.0～1.5ｋｔの速さで流去し，一方三
.；’

宅島～御蔵島間にＤＮＢ／2.0～5.0ｋｔの黒糊分枝流とふられる海流がふられた。ま

た大島～三宅島間ではＮ～ＮＮＢに２５～5.0ｋｔの速い海流が認められた。

－７－



水温分布は，表層では大島近海が２２℃台，御蔵島以南が２５℃台，ペヨネーズで２６

℃であった。１，０７７z僧では三宅島～御蔵島間で２１℃台，八丈島北部で２５℃台，ペヨ

ネーズで２４℃台の高温水帯が存在し，大島～三宅島間には１６℃台の低温水が分布した。

２０mし層では，三宅島近海で１２℃台，八丈近海で１５℃台，ペヨネーズで１９℃台で

あった。

◎２月中旬観測

黒潮本流は青ヶ島～ベヨネーズ間を流出しており，この海域では2.0～２．５ｋｔ（推定）

のＥ流が認められた。一方御蔵島～八丈島間にも往路（１１日）には黒削の全校流とみら

れる１．５～２０ｋｔのＮＥ～ＨＮＥ流がふられたが，帰路（１７～１６日）には八丈島以

北全域で弱いＷ～ＷＮＷ流となっていた。

表ﾉ薑，１００万Ｌ層水温は，大島近海が１５℃台と低く，南下に伴ない徐々に高温水/帯が

分布し，領j蔵島～八丈島間では１ＺＯ～１Z５℃に達したが，八丈島以南では再び低下し

青ヶ島近海で１５．０℃の水帯が分布した。しかし青ヶ島～ペヨネーズ間では急激な昇温が

みられ，ベヨネーズ以南i毎域では１８℃台であった。

ロ地先定線調査

◎４月下旬観測

黒潮本流は大島から三宅島・御蔵島海域に舌状に張出した冷水塊を迂回し，石廊崎仲か

ら南下，銭洲・八丈島近海を通過後北上しており，銭洲～神津島間ではＳ～ＳＳＥ／5.0

～５．５ｋｔの強流が認められた。また利島近海にもＤＮＢ／５ｋｔの強流があり，黒潮の

流入がうかがわれた。

各層の水温分布はほ壇同様の傾向を示し，大島～三宅島海域を覆う冷水塊（表層１６℃，
．,１１．！〒,．．，‘，

５０万鱈１５℃，ｊＤｏｍ壜１４℃台）の外側に高温zk帯が分布した。神津島以西の表面
．’’..．{，‘人‘・’－．.

水温は２０℃，５０７”層１８～１９．C，１００〃し層１７～１８℃台を示し，八丈島近海で

は各層とも１７～１８℃台を示した。
．i,１，．〉＆ｘ～.

◎５月中旬観ＩＨＩ1
，．１，Ｉ、

黒潮本流は三宅島を中心に北東に流去し，冷zk塊は全く認められず，島し望全体力:高温

水帯におおわれた。なお，大島～大室出し間にＮＥＮ～ＮＥ／２～５ｋｔ，新島～三宅島

間にＨＮＥ／２０～２５ｋｔ，御蔵島～新黒瀬間にＮＮＥ～Ｎ／２０～２５ｋｔの顕著な

海流が承られた。

水温は前月より大島～三宅島海域の４～５℃をはじめ全域で昇温し，表層が１９～２２
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℃，５０万２J書が１８～２１℃，１００７７幅が１７～２０℃で神津島西南海ｉ或で高温，大

島近海で若干低温の傾向にあった。

◎６月中旬観測

黒潮本流は八文島沖から列島線に沿い北上した後，三宅島近海で東に流去しており，

北部海j戎でＥ～ＤＮＢ／約２０ｋｔ，南部海域でＮ～ＮＮＢ／1.5～２．５ｋｔの海流が

認められた。

水温分布は，表層，５ｍし膳，１００”し膳とも概ね西に低く東に高い分布傾向を示し，

大島～新島海域は表層２１℃台，５０７”層１８℃台，１００万糟１７～１８℃台，三宅

島～御戯島iii鍼では表層２２～２５℃台，５０〃し層２１℃台，１００〃し層１８～１９℃

台であった。

◎７月中旬観測

上旬卿遠州灘沖冷水塊が八丈島近海に移動したため，黒潮は同島東沖を北上し，一旦

御蔵島～三宅島海域に接近した後，Ｅ～ＮＢに向きを変え，房総沖に達した。

海流は大島南近海でＷ～ＷＳＷ／２～５ｋｔ，下田沖合，大島東海I或でＮＥ～ID／１

～２ｋｔ，また御蔵島近海でＷ／１～２ｋｔがふられた。

水温は各層とも御蔵島～三宅島海域に東から高温水帯が張出しており，この海域は表

層２４℃，５mし層２２～２４℃，１００７”層１８～１９℃台であった。このほか表層

水温は全域２２～２５℃台，５０７７２，，１００ｱﾙ1醤は伊豆半舟島～大島海域で低く１５～１７

℃台であった。

◎８月中旬観(Ｍ

ﾊｸﾞ豆南海域において上旬大きな変動のみられた黒潮は，御蔵島~三宅島近海を流出して

いた。海流は御蔵島近海でＮＮＥ／2.0～２．５ｋｔ，三宅島近海でＤＮＢ／1.5～２．０

ｋｔが認められた。また，新島東方海域にはＥ～ＳＥに延びる潮目が存在した。

表面水温は大島～新島海域で２５～２６．C，三宅島～御蔵島海t或で２７～２８℃と前

月に比べ全体に約４℃昇温し,５０"し層でも大島南部で２５℃台，三宅島東部で２６℃

台の高温水帯があり，前月より２～４°Ｃ昇温した。１００ｱﾙ膳は大島近海で１４℃台，

南へ下るに従い高温となり，三宅島～御蔵島近海で２０～２１℃台を示し，南部では前

月より４℃程度高めであった。

◎９月上旬観測

黒潮は遠州灘沖冷水塊を迂回後，八丈島東沖を北上し叺御蔵島～三宅島に接近した後
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東方に流去しており，北西海域ではＷＳＷ／１～２ｋｔがふられたほか，強い海流は認

められなかった。

水温分布は，０７ル，５０”し，１００”し層とも三宅島近海に東方より高温水帯が入り込

んでおり，この海域で最も高く（表層２７℃台，５０，層２２～２５℃台，１００７”層

１７～１８℃合川伊豆半島沿岸では低目（表層２５℃台，５０ｍ層１５℃台，１００

万Ｌ層１５℃台）であった。

◎１，月下旬観測

‘黒潮は依然として八丈島南をＮＥに流去していた。また，三宅島～御蔵島間にＮＮＥ

方向に分枝流があり，三宅島～御蔵島西側でＮＮＥ／２ｋｔの速い海流が認められたほ

か，新黒瀬付近でもＮ～ＮＮＷ／1.0～1.5ｋｔのゆるやか海流がみられた。

各層水温は南から高温水帯が押上げる分布傾向を示し，表層では伊豆半島～利島近海

にかげて２１℃台，三宅島以南は２４℃台，５０刀し層では大島～新島間で２１℃台，御

蔵島以南は２５℃台であった。なお，５０汲層では新黒瀬付近で表層より高い逆転層が

認められた。

◎１１月上旬観測

黒潮本流は三宅島付近をＮＥに流去しており，この海域において推定1.0～1.5ｋｔ

のＮＥ流が存在したのを除き）顕著な海流は認められなかった。

水温は各層とも北西海域で低く，東南海域で高い分布傾向を示した。表層，５０?γZJ菖

共に大島近海で２０℃台，三宅島～御蔵島近海で２５～２４℃台の水帯が分布し，１００

”し層では名城とも表層より約２℃の低目であった。これら水温は前月に比べ表層，５０

’ﾌﾙ層とも全域で約１℃降温したが，１００加層の三宅島以北海域では２～５°Ｃの昇温が

ふられ）また平年と比較すると，表層の北部海域を除き全般に１～２℃高目であった。

◎１２月上旬観測

黒潮は冷水塊を迂回し，八丈島南を通り，列島線の東側を北上していた。海流は御蔵

島南近海でＮＮＷ／２０～２．５ｋｔの強流がみられたほか，北部海域でＮＮＥ／1.0～

１．５ｋｔが認められた。

表層ならびに５０ｍ層水温は，列島線東側で１８～２０℃と高く，西側では１７℃台，

また利島周辺には１６℃台の沿岸冷水が下田沖から入り込んでいた｡１００ﾌﾙ層水温は

全域表層より１～２℃低い水温が分布した｡これら水温は前月に比べ各層とも２～５℃

降温しており特に伊豆半島沿岸で顕著であった。
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◎１月上中旬観測

黒潮は青ヶ島～ベヨネーズ海域を北東に流去し，島しょ海域は冷水塊に覆われていた。

なお，調査海域全体に流速弱く，顕著な海流は認められなかった。

へ各層水温分布状況をみると，０～１００，層では西で低く東で高い分布を示し，概ね

列島線西側で１４℃台，東側で１５℃台であった。２００”し層では北部海域が１５℃台，

南部海域が１１℃台で南部ほど冷水塊の影響が顕著にふられた。これら水温は各層とも

前月に比べ２～４℃降温しており，また平年に比べて北部海域で１～２℃，南部海域で

２～５°Ｃ低目であった。

◎２月下旬観測

,調査海域において，御蔵島南海域でＳＳＥ～ＳＥ／1.5～２０ｋｔ，大島並びに神津

～島近海でＷＳＷ／1.5～２．０ｋｔの海流がふられたが，黒潮本流の流去は認められず，

依然冷水に覆われていた。しかし，その規模はや上縮少した・

表層１０Ｍし層では下田沖から三宅島方向へ１５～１４℃台の冷水塊が張出していた。

一方，御蔵島南西海域並びに野島崎沖には１７℃台の水帯が分布し，黒潮接近の影響が

若干みられた。～

◎５月中下旬観測

調査海域においては黒潮の流去は認められず，弱い海流が認められたの承で，全域に

わたって依然冷水に覆われていた。

水温分布では，表層,’５０７７L層，１００〃し層とも下田沖から新島，三宅島にかげて舌

状に１１～１２°Ｃの冷水が張出し，御蔵島以南海域では１４～１５℃の水帯が分布して

いた。これら水温は前月に比べ全域で１～５℃降温しており，また，平年に比べると－１

－～５℃で南に下がるほど低目となっていた。

ハプランクトン出現状況

昭和４４年度沖合ならびに地先定線調査時に，⑤Ｂネットにより採集した２５６測点の

プランクトン出現状況は別表に示すとおりである。

出現状況の表示には下記に基づく「ＯＢ法」を用いた。

７０％＜～；（ＣＯＯ）Ｊ４５％＜～三二７０％；（００）

５０％＜～＜二４５％；（Ｏ）１５％＜～＝５０％；（＋）～

８％＜～三１５％；（γ）２％＜～＝８％；（γγ）－へ，

２％二三～；（γ７７）
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◎沖合定線調査

４月調査

全測点で，|堯脚類が（Ｏ）以上出現し，特に三宅島～八丈島近海の５側点では（ＣＯＯ）

．と卓越した。その他，皮ノウ頬が５側点，矢虫頬，腔腸動物がそれぞれ１測点（＋）を

占めた。

１０月調査

榛脚類が（００）４測点を含め全測点で（Ｏ）以上を占めた。また（＋）はオキアミ

類が２測点，皮ノウ頚が１測点のみであった。

２月調査

「珪藻類が大島～三宅島間の２測点で（００）以上を占めたが，その他の測点では出現

しなかった。榛脚類が5側点，皮ノウ類が１測点で（ＣＯ）出現し,（０）は榛脚類，

腔腸動物それぞれ１測点であった。

◎地先定線調査

出現状況は大略従来と同様の傾向であるがα若干の変化が鍬られた゜トー

榛脚類は全延測点２２８測点の６４．９％に当る１４８測点で（００）以上'（Ｏ）を

含めると８７k５％に当る１９９測点に達したが，その率は従来より大幅に低下した。ま

ｊご角，僥脚類が優先した測点は全測点の７ス２％に当る１７６側点であり，特に５月では

１５側点で（０００）を占め，卓越した。

～矢虫類は全測点の１６．７％に相当する４８測点で（＋）以上出現したが,（Ｏ）以上

～の出現は全体で５測点のみであった｡､次には外皮ノウ類と珪藻類が１４．９％に当る５４

ＷＩ点で（＋）,以上出現した。皮ノウ類は春に多い傾向を示したが,【Ｏ）以上の出現は

７側点であったのに対し，擁藻類は１～２月に例年に比べ多量に出現し,【Ｏ）以上が

全体の１２．５％に当る２８側点でふられた。このような珪藻類の多量な出現は，冷水塊

の長期停滞により異常発生したためと思われる。－

夜光虫は従来どおり春～夏にふられたが，出現量は少なく全体の４．４％（１０測点）

にすぎなく，うち４測点で（Ｃ）以上であった。また腔腸動物およびオキアミ類も（＋）

以上の出現は少なく，それぞれ５．５％に当る１２側点（うち測点で（０)以上）および

５．５％に当る８測点であった。．．レーーー（

なお，各測点の年間の平均湿重量および沈殿量はそれぞれｑｌ６９／㎡〆口０７６００／

ｍＰであった。へ；
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卵，稚仔出現状況

◎感Ｂネット

Ａ魚類卵

魚卵は全体で１，６５６粒出現したが，春から夏にかけて多く，４～７月および５月に

６０％近くを占めていた。このうちサバ卵が最も多く４～７月および2,5月に全体の５０

％近い４７６粒出現し，特に５月が最も多く１９５粒承られ，うち大島南の２測点で９５

％を占めた。次にキユウリエソ卵が周年にわたって１１５粒出現した。また，カタクチ

イワシ卯が７月の２８粒を含む５９粒承られた。その他，ハダカイワシ目卵が１１粒，

無足類卵が６粒出現した。

Ｂ魚類稚魚

稚魚は総尾数６４１尾出現した。そのうち主なものは，ハダカイワシ類が春～夏に多

く出現し，合計１４８尾と第１位を占めた。カタクチイワシはハダカイワシ頬と同様な

出現傾向にあり，４～８月および１１，１２月で６２尾みられた。とのうち４目地先

観測で房総半島近海２測点の１５尾を含む５０尾が出現した。サバは４月に１８尾みら

れ，うち大室出し南で９尾出現した。また，アジ類が４，６，９月で７尾出現したがサ

ンマは全くみられなかったＯその他明らかなあのば，カワハギ頬が５，６月に５尾をは

じめ，キュウリエソが４月，カサゴ科が８月，レプトケパルスが９月，オキエソが１０

月，タカノハダイが１１月，ウミヘピ科が５月に各１尾出現した。

Ｏイカ類卵稚仔

卵は６月に半数の５９粒出現したのをはじめ，４～１１月にわたって合計７９粒出現

した。また稚仔は，５～１１月にわたって４０個体出現した。６，,CO
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４
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卵
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７９
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◎鱈ネット

Ａ魚類卵

調査延２５６側点において，昨年度より約２４，４００粒も少ない総計４０１００９粒が

出現した。夏～秋季に多く出現し，６～９月および１１月に約７７％に当る５３０，８０２

粒みられ，うち７月が８，６５５粒と最も多く，冬季に少ない傾向を示した。これらのう

ち，魚種の明らかなものの出現状況は次のとおりである。

・サバ卵（サバ型卵を含む）

４～７月および２～５月と出現期は昨年度と同様であったが，出現量は大幅に減少し，

４，９６４粒の出現にとどまった。このうち５月が約５９％に当る１，９１７粒と最も多く，

．:次いで２月および４月に多くみられた。また，サバ卵は魚卯中５月は９５％，４月沖合

調査は８０％に当り，春季の魚卯出現量の大半を占めていた。

：出現海域は大島南近海で圧倒的に多く，５月では１，４００粒が大室出し南近海で，ま

た`その周辺海域を含・めると１，８５１粒と９７％を占めた。４月沖合調査でも，大島～三

宅島海域で９６％に当る８１１粒が出現した。その他，２月地先調査では神津島西側で

５５５粒出現したが，三宅島以南海域では少ﾌﾟﾋﾘﾐかつ･た。

．,カタクチイワシ《

“４～９月および２～５月に１，１５０粒出現したが，５月は１粒の忠で，７月に全体の

～８８％に当る１，０１２粒出現し，そのうち1ｹ００８粒が伊豆半島東海|或でみられた。

・エソ類卵

～キニウリエソ卯を含むエソ頬卵は，６月を除く同年にわたり５５６粒出現し，うち

２８９粒がキュウリエソ卵であった。キュウリエソ卵は１２～５月に９６％を占め，利

島を中心にその東西海域で大半が出現した。また，その他のエソ類卵は６７粒中４７粒

力:９月に出現した。

・無足類卵

４月沖合，１０月沖合，１１月を除き２５５粒が出現し，うち２１４粒が７～９月お

よび２月に承られた。分布は，伊豆半島東海域で多く，その他房総半島沿岸など北部海

域でや上多くみられた。また，２月沖合調査では出現した８粒が全て八丈島～鳥島i毎域

で出現した。

～・ハダカイワシ類卵

８局および１０月沖合を除き１１５粒出現し，冬季に多く出現'した。分布は大島近海
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でやや多くみられた。

・トビウオ類卵

４～９月および２月に５７粒出現し，うち５月および２月にそれぞれ１０粒づつ承ら

れた。分布は房総半島沖海域でや上多い傾向にあった。なお，沖合調査では全く承られ

なかった。

・マイワン卵

４月沖合調査の大室出しにおいて５粒，４目地先調査の大島東近海において１粒承ら

れたの承であった。

Ｂ魚頬稚魚Ⅲ

総尾数４，６６１尾で昨年度より約１，０００尾多く出現した。このうち１０月地先調査

が１，５５２尾と特に多かったが，これはタカベの多出現によるものである。また，５月

および５月が他の月と比較し非常に少なかった。これらのうち明らかなものは，マイワ

シ，ウルメイワシ，カタクチイワシ，ネズミギス，オキエソ，その他のエソ蝋，ハダカ

イワシ類〆無足頬，レプトケパルス，ダツ搬〆サンマ，サヨリ鎖,オソアオトピ，ハゴ

ロモトビウオ，ハマトピウオ，イダテントピ，オゾロトピ几その他のトビウオ類，タツ

ノオトシゴ，サギフエ，マツカサウオ，ボラ，シイラ，サバ，クロカワカジキ，マアジ，

その他のアソ頬，ブリ，カキパチ,ヒラマサ，タカベ，テンジクダイ，ムッ，テンジク

イサキ，メジナ，イズスミ，ヒメジ，タカノハダイヮキス，ニジキンポ，イソギンポ，

スズメダイ，オヤビッチャ，ヒシダイ，チョウチョウウオ類，カゴカキダイ，、ウパウオ，

カサゴ頬，クジメ，カジカ類,上カレイ頬，モンガラカワハギ，カワハギ，アミメハギ，

ヨソギ，その他のカワハギ類ジサパフグ，その他のフグ煩，マンボウ科，イザリウオの

５，９７５尾であった。

次に主要魚種，多量出現種について，その出現状況を述べると次のとおりである。

・アソ類

～４～７月D９月および５月に２５尾が１１測点にランダムに出現した。このうち４月

利島近海でマアジ１尾を含む７尾と，〃同じく４月八丈島南近海でマアジ１尾の出現が目

につく点である。出現魚の全長範囲は５．０～２５．０１〃〃であった。ﾎﾞｰ

･サバ

出現期は４～９月の長期にわたったが，出現量は昨年度より２００尾以上も少ない４８

尾であった。４月に５５尾と多かったが,うち沖合調査で出現した８尾はすべて八丈島

、Ｉ
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南近海でふられた。また，４月には銭洲南海域において１１尾出現した。このほか，南＄，．、

東海域を中心に出現し，全部で１４測点に分布した。全長は２，５～５５．５Ｗであった。

・カタクチイワシ（不明シラスを含む）

カタクチイワシの出現は例年に比べ少なかった。不明シラス１８尾を含め２８１尾が

周年にわたって出現し〆特に４月には１５８尾が出現した。出現海域は全域にわたるが，
４月には銭洲南海域および新黒瀬近海で，８月には房総半島沿岸および伊豆半島近海で，IC．｡Ｉ８

また９月には新黒瀬近海で多く採集された。その他，沖合調査で出現した２６尾の分布

は皆御蔵島以南海域で，特に鳥島近海では１２尾が出現した．なお全長は５．５～５１．５

"凧であった。

Ｑタカペｉ…－－Ⅶ

１０～１月および５月に１，９７０尾が出現した。このうち１，２９５尾が１０月地先調

査に出現し，これらを含め１０～１２月の５ヶ月間でほとんど全部を占めた。出現海域
は，大島～神津島～伊豆半島を結ぶ線て囲まれる海域で多く出現する傾向をふせ，特に

１０月は，大島惇伊豆半島海域で１，２５９尾と多量に出現した．稚魚の体型は４～５１ｍ

を中心に５～１５mmが大多数であったが，５月には４７m↓ﾉﾘzの大型稚魚がみられた。

Ｑサンマ

４～６月および１２～５月の冬季～夏季にかけて４５９尾出現し，タカベに次いで多

くみられた。このうち４月沖合，地先両調査併せて２５４尾，同じく２月の両調査で.ｉ

１７９尾とこの２ケ月で９０９６を占めた。分布を調査区分別にみると，沖合調査では４

月は八丈島～青ヶ島海域で多く，２月は御蔵島～八丈島海域でやＬ多くかまた鳥島近海（；-~、．Ｖ

でも多数出現した。地先調査では，銭#１１～新黒瀬海域を中心に南部海域で多量に出現し
たほか，２月では利島近海でもやや多くふられた。出現稚魚の全長は4.5～９２ＭIﾉﾘzの

範囲にあった。

・ハダカイヮシ類

２月の地先調査を除く周年にわたって１８８尾が出現し，特に６～７月の２ケ月で９４

尾が出現した。分布傾向は年間を通じて，御蔵島周辺海域に多く，三宅島以北ではごく

わずかであった。また，沖合調査により八丈島周辺～鳥島海域でやＬ多くみられた。な

お，全長は５．０～８４．４肌川であった。

．ネズミギスノｉｉｉ《

８～１１月に１７７尾出現し，１０月が最も多かった。ほぼ全域にわたって平均して
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分布したが，その中では１０月沖癒合調査の三宅島～御蔵島海域，１０月地先調査の房総

沖海域でやや多く出現したのが目につく点である。また，八丈島以南海域では少なかつ

た。

・サギフエ

ヘ４月および１１～５月に１７４尾出現し，１２月が最も多く承られた。新黒瀬海域を

除く全域に分布し，銭汎近海でやや多くみられた。また，沖合調査では青ヶ島～ベヨネ

ーズ海域で多かった。

゜プリ頬

ブリは４月八丈島～青ヶ島海域で５尾承られたのをはじめ，４～７月および９月で１０

尾出現した。カンパチは９月に７尾出現したのを含め７～９月で１０尾，またヒラマサ

が８月に１尾承られた。全長はプリ５．８～１４２”，カンパチ４．９～１２４'DWz，ヒラマ

サ１０．５ﾉﾘWnであった。

'・トビウオ類

６～７月で２０尾承られたのをはじめ，４～８月および１０月に２９尾が出現した。

出現海域は列島線上およびその東側海域であり，列島線西側海域では全く承られなかっ

た。出現魚種の内訳は，イダテントピが１５尾で最も多く，以下オジロトピ４尾，へゴ

ロモトピウオ２尾，ホソアオトピ２尾，ハマトピウオ（？）２尾，ニノジトピウオ（？）

１尾，その他５尾で．あった。

・クロカワカジキ

クロカワカジキが８月神津島西側海域で１尾，三宅島東側海域で５尾出現した。全長

は５．１～１５．７m肌，このうち三宅島東海域にお'いて出現したものが最大であった。なお，

当海域におけるカジキ類の出現は非常にまれである。

。タカノハダイ

沖合調査を除く１０～２月に１５１尾が出現し，１０月に最も多く承られたｄ三宅島

以北海域に分布し，１０月には伊豆半島沿岸で多量に出現した。

・その･他‘

前述以外の多出現魚種についてふると，ヒメジが１０月の２２尾を最高に６～７月お

よび，～１２月に５０尾がほぼ全域にわたって出現した。ボラは１０～１２月の５ヶ月

間に８１尾が出現し，うち６７尾が１１月に出視した。三宅島以北海域で大多数が出現

し,Ｊ南部海域ではごくわずかであった。チンジクイサキが１０月の４５尾を含め，６～
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８月および１０～１１月に５２尾が出現し，特に八丈島北黒瀬御或で３７尾と多く承ら

れた。メジナは冬～春季に５１尾出現した。エソ類が１０月の２０尾を最高に，４～５

月，７～８月，１０～１１月で２８尾，オヤピッチャが１０月黒瀬海域で１５尾出現し

たのをはじめ，７月および９～１１月に２４尾，またクジメが冬～春季に２４尾出税し

た。キス類が夏季に出現し，８月の１６尾を含め６～９月に１９尾，カサゴ類は４月，
９～１０月および１２～２月に合計１８尾承られた。カワハギ類は６～８月および１０

～１１月に，カワハギ１５尾，アミメハギ２尾，ヨソギ１尾の１６尾，シイラが９月の

６尾を最高に６～１１月に１６尾，レプトケパルスが１０月大室出し近海で８尾みられ

たのを含め，４月，１０月，；１～２月で１５尾出現したが，無足穎は８月の１尾のみで

あった。、:…

その他，マイワシが１２月に２尾，４月，６～８月，１月および５月に各１尾の８尾）

ウルメイワシが４月および１月で４尾，ムツが１２～２月に８尾，うち６尾が１２月に

出現した。ダツ頬は７月および１０月で５尾，サヨリ類は６～９月の夏季に５尾，テンジ

ジクダイが７月，１０月で５尾，イズスミが１０～１１月に５尾みられた。ニジギンポIま

は１１月の５尾をはじめ６～７月，９～１１月で計１０尾，カゴカキダイが８～９月，１１

月で７尾，カレイ頬が９月，１１月に各１尾，モンガラカワハギは８～１０月に７尾，

フグ類が春～秋季にかげて５尾，イザリウオが５～７月に各１尾出現した。

また，マッカサウオが１０月，イソギンポが８月，スズメダイが１０月，ヒシダイが

９月，チヨウチヨウウオ類が７月，カジカ類が６月，アイゴ（？）が９月，マンボウ科

が４月，ウパウオ科が１１月，タツノオトシゴが２月にそれぞれ１尾みられた．人

Ｏイカ類卵稚仔

卵の出現は昨年度の１／７以下と大幅に少なく５８０粒であったが，椎仔は５８７個

体と昨年度より約４倍近い出現であった。なお，一般に卯，稚仔ともに冬季は少なかっ

た。

卵の出現は１月を除く周年にわたったが，７月に１０１粒出現したほか外春～夏季に

やや多くふられた。分布は調査海域の全域にわたったが，列島線東側海域，特に房総半

島近海で多い傾向にあった。また，八丈島以南海域では計１５粒の出現があった。

稚仔は１２月を除く周年にわたって出現し，夏季に多く，７～９月の３ケ月で全体の

８２％に当る４８５個体が占めた。分布は卵と同様全域にわたったが，三宅島東沖で特

に多く，年間に２８０個体出現した。この他，銭洲～御蔵島海域でも多く承られたが，
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八丈島以南海域では４個体と少なかった。
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(2)主要魚種の漁況の推移と特徴（昭和４４年１月～１２月）

イサパ一

伊豆諸島近海におけるサバは，サバはね釣およびアソ，サバ棒受網漁業によって漁獲さ

#Lるが,‘１～６月にはそのほとんどがはね釣により漁獲され，７～１２月は棒受網により

ムロアジと混i蔓されることが通例である。昭和４４年１～６月における，はね釣によるサ

：（漁況は次のとおりである。

伊豆諸島近海では１月中旬～下旬にかげて銭洲ＳＢ６～７浬に漁場が形成され，漁場に

～おける表面水温は１６．５～１７１０℃で，漁況は平均５屯前後，魚体は大，中混りの大が多

い状態であった。１月下旬には表面水温１ｚ０～１Ｚ５℃に上昇し，漁獲も短期間ではあ

るが最高２０～２５屯，平均１０屯前後で，魚体は大が多く，出繍日は多い時で約２５０

～隻内外であつ~た６

１月末から遠州灘沖の冷水塊が次第に東方に移動し，２月上旬から中旬にかけて表面水

－２１－
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温が１５～１６℃台に低下するとともに，漁獲も最高１２屯，平均５屯と低下し，魚体は

主に犬が多かった。

２月中旬から５月上旬にかけては水温が１６．５～１２０°Ｃと激しい変動があり，漁獲も

不安定で最高２０屯，平均１０屯の漁獲であった。３月上～中旬は海況は以前と変らず，

漁場水温は１８．５～１２０℃で，平均１２～１４屯と安定した漁獲があった。５月下旬～

４月上旬にかけても良い船で２５～５０屯，平均１２～１６屯と好漁が続き，魚体は大中

混りの中が多い状態であった。この５月上旬から４月上旬にかけての期間は本年のサバは

ね釣漁業における盛漁期を形成した。

４月上旬頃，冷水塊が銭洲魚場に接近し，下層に著しい影響を及ぼし，このため中旬に

は漁場水温も１５～１８℃と変動が大きく，平均７～８屯と不振になり，この時期から漁

場が銭洲より北上し，島まわりの漁場に移動した。４月下旬には漁場水温が１６～１８℃

と低く，漁獲も良い船で７～８屯，平均２～５屯と低調であったが，一方石廊崎沖で５～

１５屯の漁獲がみられた。

５月始めから次第に東方に移動し，大室出しに漁場が形成された。漁場水温は１９～２０

℃と低目で良い船で１５屯，平均８屯前後で５月中旬まで続いた。５月下旬になると漁場

水温２０～２１℃で良い船で４～５屯，平均２～３屯とまったく不振となり大型船の操業

は終了し，その後１ケ月は小型船により採業が行なわれ，０．５～５．０屯前後の漁獲が続い

て本年のサバ釣漁業は終了した。

ロムロァジ

伊豆諸島近海における今年前半漁期の侮況は例年になく悪く，ムロアジを対象とする棒

受網漁業は５月中，下旬の一時的好漁を除き，全体としては全く不振であった。

５月中旬に本格的な操業が新島羽伏浦で開始され，良､船で２０～２５屯几平均１０～

１５屯と好漁し，魚種はゴマサパが約９０％，ムロアジ１０％という混獲率であった。そ

の後，６月初めから９月末日までは三宅島～新島近海でぼつぼつ操業が行なわれたが，全

般的に不振で１～５屯程度の漁模様であり，操業船も少なかった。なお〆八丈島近海漁場

では７～８月に，アオムロを対象に地元小型船が操業し，平均０．５～1.5屯と比較的好漁

であった。～

１０月上旬からは地元船の良い船で４～５屯前後，他県大型船の好漁船で１０～１５屯，

平均５～６屯とようやく本格化し，漁場は主に銭洲周辺，一部は御蔵島付近にも形成され

…た。しかし，魚種は依然としてマサバの中が多く，ムロアジは約５０％程度の混獲率であ
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った゜１Ｃ月下旬から１１月上旬にかけては御蔵島，ひょうたん瀬，大室出しと漁場が分

散し，散発的ではあるが１０～１５屯の水揚げがあったが，平均では５～４屯と全体的に

は低調で〆魚種はゴマサパが卓越した。

１１月中旬になって島しょ近海は全般に不振となり，地元船が御蔵島周辺でアオムロを

２～５屯漁獲し，他県船の一部は大室出し，離島西側海域で操業したが，ゴマサパ主体，

ムロアジ混りで２～４屯と全く低調となった。このような状態が１１月末まで続き，１２

月初めには全船力操業を打ち切った。

地域主要魚種の漁況の推移と特徴（その他の魚種）

ハマトピウオ

本年は例年とほぼ同じ２月中旬に鳥島近海および青ヶ島，八丈島近海でも同時に操業が

開始された｡この時期の海況は黒潮流軸が三宅島～御蔵島付近を通過し，表面水温は八丈

島近海で１８℃台，鳥島近海で１９℃台であった。２月中の漁況は鳥島では１隻１夜で

５００～１０００尾，八丈島近海では良い船で５０００尾，平均５００～１０００尾程度

の漁獲であった。

５月中は黒潮流軸が幾分北上し，銭洲近海～三宅島近海を流去したが，鳥島近海では１８

～１９℃台〉八丈島近海では１８℃台と前月とほとんど変らず，漁況では鳥島近海で平均

１，０００尾，青ヶ島近海で1,000～１，５００尾，八丈島近海で５００～1,000尾程度

の漁獲であった。

４月に入ってから八丈島～御蔵島近海に冷水塊が張り出し，黒潮流軸は八丈島～青ヶ島

間をＥ～ＮＥ方向に流去し，その後北上して列島線に接近しながら房総沖に達し，このた

め入丈島以北の各島近海では表面水温１６～１７℃と低下し，この冷水状態が４月下旬ま

で続いた。漁祝は鳥島漁場で平均１０００尾とあまり振わず，漁期の末期に近ずいた。青

ヶ島輝或では比較白t好漁で良い船で６０００尾，平均１，５００～２，０００尾，また，八丈

島近海でもほぼ同様の測莫様であった。三宅島，神津島でも漁況が不安定ながら，５００

～１．０００尾の水揚げが４月上旬から続いた。

列島線付近にあった冷水塊は５月初旬には東進し，黒潮流軸は新島付近からSID方向に

流去し，神津島）三宅島の間を通っており〆伊豆諸島海域は全域にわたり平年水温に回復

した。漁況は全般に不安定で，平均５００尾前後とあまり振わず，八丈島では５月上旬に，

三宅島，神津島では５月中旬にそれぞれ操業を切り上げた。

ロスルメイカ

(3)

イ
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,～伊豆諸島近海におけるスルメイカ漁は式根島，神津島周辺で－部操業されるが，その大

こい部分は大島千波沖および大室出し両漁場で操業される。

漁期は例年９月～翌年２月頃までであるが，その年によって変動が激しく一定しない。

昭和４４年においては，夏期の漁場における下層（５０～１００層）水温が高めで（１６

～１７℃）漁期が例年より多少おくれ，９月下旬から大EiFF波沖で地元船１０隻ほどが操

業を開始しｊｌ夜１隻４０～５０k,程度の漁獲であった。

１０月は不安定ではあるが良い船で１５０k,１，平均５０k夙位の漁獲で経過し，１０月

下旬からは他県の中～大型船も操業を始め，漁祝も好転して１隻平均１５０k9位と好漁を

示した。

Ⅱ１月は地元船約１５隻が出漁し，良い船で１５０ｋ,，平均７０～８，k,の漁獲が他県

船は１０～1.5隻出漁し，好漁船で６００k鵬し上，平均２００～５００k,の漁模様であっ

た。なお,１１月下旬頃から漁場が千波沖から大室出しへ移動した。

１２月に入り季節風の吹き出しとともに地先船の出漁日数は減少したが，他県船は割合

多く出漁し，好漁船で４００～５００k９，平均２００～５００k,と比較的好漁が続いたが，

～１２月下旬になって全般に低調となり,n本漁期は終了した。

なお，&皮浮港，岡田港両港における今期の総水揚げは，波浮港７屯，岡田港１５屯，合

計２０屯と過去５ヶ年の最低量で,､前年の１１．６％，５ケ年平均水場景５７７屯の５５％

にすぎなかった。また，月別水場総量は１０月の６４屯が最高であった。～

へマカジキ（突棒漁業による）

伊豆諸島海域におけるマカゾキを対象とした突棒漁業は，例年２～５月に操業が行なわ

：れるがγ海況の変動による漁況変化が激しく，特に列島線付近における黒Ⅲ潮流軸の位置に

よって漁場が撤しく移動し，漁況を左右する。，

昭和４４年春季は，初め黒潮流軸が三宅島～御蔵島付近を通過しており，２月中旬にマ

カジキ突棒漁業は地元ﾉj型船により三宅島近海で操業が開始され〆下旬には新島，神津島

および三宅島近海と広範囲に漁場が形成され，他県大型船の出漁もあって，良い船で１日

１:隻１０～１５本，地元/j型船で５本前後の漁獲であった。

５月はｲ衣然として黒潮流軸に大きな変化はなく，漁場も銭洲，神津島，三宅島付近に形

成され，漁況は大型船で１０～１５本，小型船で５本と前月同様好漁が続いた。■

しかし，４月上旬後半から冷水塊の張出しとともに水温が低下し，マカジキの回遊はま

ったく見られなくない４月中旬をもってカジキ突棒の漁期は終了した。〈
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波浮港における今期の総水揚げは，２１０屯と史上最高麓記録し，最近１０年の平均７７

屯の２．９倍，不漁年であった昨年のＺ２倍にも達した。また，神津島においても６４屯と

史上最高の水揚げとなった。

(4)昭和４４年における主要資源の評価

イサバ（はね釣漁業による）

伊豆諸島海域における一都三県漁船の総水揚量変化をふると，昭和５２～５５年に急､激

な漁獲増があり，５５～５７年には１０万屯程度の水揚げが続いたｑその後，５８～４０

年には６～７万屯と低下し４１年から再び増加傾向に転じ，４５年には近年最高の１２

万屯の水揚げを記録し，４４年はこれに次いで１０万屯と，前年に次ぐ好漁を示した。

サバの回遊量と資源量との関係については，伊豆諸島近海は海況の変動が特に激しく，

漁況もこれに強く影響されるので，回遊量と資源量との間には相当の開きがあると考えら

れるが，今年の特徴として５～４月までは銭洲漁場に集中的に漁獲され，単位漁獲高も高

い水準を示した。４月上旬から漁場の分散にともない魚群が広範囲に分布したため，資源

量に比較して単位漁獲量が低下したが，資源的には比較的高水準を維持したと考えられる。

本年の魚体の特色として，５６～S8c17Lに叉長のモードが見られることから大型魚主体、

で，年令別では４年魚が最も多く，次いで５年魚が多く，その他２～５年魚，６年魚の出

現はわずかであった。例年５年魚が主体となるのが順当とされていたが，４５年は４年魚

４い主体，本年は４～５年魚主体と,、急激な大型魚主体ｲ頃向が注目される。性成熟係数（ＫＧ）

〆の平均値の季節変化をふると，雌（早）は５月上旬，雄（３）は２月下旬に５．０を越え，

【７４月上旬には旱が↑1.0,6が１５０とピークに違い６月初めには旱が5.0,6はＺＯ

、とそれぞれ低下した６

口ハマトピウオー「

Ｔ昭和４４年２～５月の春トビ漁期に漁獲されたハマトピウオの総計は'約１５０万尾

（５５０屯）で最近１５年間の最低を記録した。これは本年の春トビ漁期間中は全般にわ

～たり，冷水塊が伊豆諸島付近に居すわり,､春トビ漁業の最盛期である４月には，大島～青

～ケ島北部にかげて大型の冷水塊が滞留したためである６

‐｜漁場別にみると】青ヶ島以南では漁期初めに黒潮流軸が三宅島～御蔵島付近を流去し，

従って黒潮流軸より大きく離れたため，魚群の婚集が少なく低調で，その上出漁船の減少

一屯あって青ヶ島，へロースで５１万尾，スミス，鳥島両漁場で１２万$尾と近年の最低であ

った。八丈島近海漁場では,６月後半～４月末までの最盛期に冷水塊の張り出しがあって
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とれに大きく影響を受け，例年の水場数量の半分以下（８７万尾）に止まった。

／
'

'

温旬２１』’中下
４月

「上
一丁￣

(八丈島）

３月
上中

旬平均水温

５月
中下上 中

5．漁況海況予報事業実施上の問題点

（１）調査研究上の問題点

イ定線調査，

（○海況調査は本年度で６年を経過し，一応資料の収集を軌道にのり，予報の精度も向上

してきた。しかるに漁祝調査においては，依然散発的か断片的な調査におわり，組織的，

系統的な調査ははなはだ少ないのが現状である。昨年度より－都三県マサパ漁況会議が

持たれ，本年度は資料も充実され，徐々に軌道に乗りつつあるが，他漁業においては未

だ関係県との共同調査体制は確立されていない。現在実施中の海況調査も，漁況調査と

結びついてはじめて予報があると思われるので，漁況調査充実のため子$算配分等にもご

鳶考慮をお願いしたい。

…。現在定線調査は，毎月の地先定線調査と隔月の沖合定線調査であるが〆黒潮流軸の変

動について月１回程度の調査では，適確な把握と正確な予報は困難である。また，本年

・度のように八丈島以南海域まで黒潮流軸が移動すると，地先定線調査ではその把握が不

～可能となり，沖合定線調査にまたなければならない。このような状態にあっても一地方

～水試では時間的，予算的な余裕はなく，規定以上の調査は困難である。従ってできれば

速報用として最低月２回程度の航空機観測調査をお願いしたい。
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。本都における定置観測のうち神津島，三宅島'ては地元の漁業協同組合（以下漁協）で

行なっており，これらは黒潮を横断する地点にあるので，黒潮流軸の変動を知る上で貴

重な資料であるが，漁協による観測は義務的なものでなく〆好意的なものである。最近

γ漁業者にも定置観測の重要性の認識は深衷ってきたが，まだまだ漁協係員の都合により

・中断あるいは速報性を欠く場合も少なくない。漁況調査についても同様なことがいえる

が，これらについて報償費的な予算措置が講じられれば:資料の収集は容易であるので，

Ⅳこれらの予算措置についてお願いしたい。

ｏ最近の器材等の物価は著しい上昇を続けているにもかかわらず，予算上単価アップが

ほとんど認められていない｡このため実質は二分の一の補助とはほど遠い状態となうて

＿へおり，事業にも支障を来たすので，単価増を充分みこんだ予算措置をお願いしたい。

口今後の調査研究上の必要事項

人。現在,、当事業の関係職員は全て地方水試固有の事業と兼務しているため，時間的余裕

；が少なく，漁海況速報，定線観測水温速報等の発行に追われ，資料の整理,解析あるい

折は考察が遅延，不充分となり，漁業者への`資料の還元が遅く,）本事業の目的が完全には

達成されていない。このため専門職員が配置されるよう，例年に引続き尽力をお願いし

たい。

ｏ専門j減員の配置されていない現在，本事業の担当者が職務分担変更,配置転換等によ

り交代する事も多く，資料整理および解析方法に個人差が生じ，比較検討が困難な場合

がある。同様な事が各研究機関相互においても言えると思われるので，資料整理，解析

方法を統一するため，調査員の定期的研修を実施されるよう重ねてお願いしたい，なお，

調査要領に参考書，文献の目録を添付されるよう併せてお願いしたい。

ｏ漁海況予報事業実施上の問題は毎年提出されているが，これらについて積極的な検討

と明確な解決策の打出しをお願いしたい。

(2)予報作成上の問題点

イ予報と実際の比較

。定線調査は月１回であるため，予報資料としてははなはだ少なく，したがって一旬あ

るいは半月程度の短期予報が限度で，全般的には現状報告にとどまることが少なくない。

。本都においては，対象漁業者が広範囲に点在する離島に散在しているため，漁海況速

報は資料収集，伝達等に日数を多く要し，現実との差が著しい場合が多い。

。伊豆諸島海域は一都三県の漁船が入り合いで操業する共通な漁業が多い。従って島し

－２７－



～よ各漁協の水揚量の承では漁場全体の漁獲量の把握はむずかしく，漁況の予報も困難で

ある。

口今後の予報作成上の問題点

。海況資料は沿岸における毎日定置観測，沖合における月１回の定線調査および航行中

の船舶から得られるわずかな断片的資料にすぎない。このため本年のように黒潮が八丈

島以南海域を流去した場合，その流路を正確に把握することは困難となるｄ沖合におい

てもロポットプイ等の設置により継続的調査体制を確立するとともに，八丈島近海以南

}ておいても毎月定線調査（船舶あるいは航空機による）を実施されるよう要望したい。

○漁海況速報は資料の収集，伝達に日数を姿するため，‘各島にファックス設置あるいは

ラジオ，テレビを利用し，資料の収集，伝達を円滑に行ない速報の効果を高めるととも

に，継続的な資料の収集，還元に努めたいので，予算的措置をお願いしたい。

ｏ伊豆諸島海域の漁業は近県との共通な漁業が多いが，現在関係県と話し合いが持たれ

ているのはマサバ漁業のみであり，その他の漁業について協同調査体制は確立されてい

ない。このため漁況の把握が困難となり，漁業者の信用失墜の恐れもあるので，至急，

イカ，カジキ等の漁況調査についても，調査体制を確立されるようお願いしたい。
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⑧Ｂネット無給試験５０ｍにつき５１２回転測定者岩田
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第５次鵬和４４年６月１４～１６日
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鐙Ｂネット無納試験５０ｍにつき２８０回転測定者岩田
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第４次昭和４４年７月１０～１２日
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篭Ｂネット無納試験５叩につきろ ４８回転測定者岩田
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第５次昭和４４年８月１１～１５日
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１５０ １０．８５７２ 0．５１

１５０ １２８６８０ ０．０１
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⑮Ｂネソト無納試験５０ｍにつき５４８回転測定者岩田

鴉い裸|曇ノウ|夜光虫|薑：

由出現篝I|,合一には厩

合け不明研
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第６次隅和４４年９月５～５日
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韓Ｂネット無納試験５０ｍにつき５０６回転測定者岩田
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第７次昭和４４年１０月２４～２６日

2重１１F
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１ １０２６ １６８慧房４１分 ０７７２←５０ｍ ２００ 5８ 0．７２

２ 〃 １５－１０ １５０ ５１５ ９７ 5．４５

５ 〃 １５－２０ １５０ ６１０ １１．４ 5．７５

４ 〃 １１－５５ １５０ ６１５ １１．５ 1．１６

５ 〃 ０９－２８ １５０ ６０２ １１．５ 1．６１
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７
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９ 〃 １２－１０ １５０ ５４５ 6.5 1．４５

１０

１１

〃

〃

０９－１８

0６－５５

１５０

１５０
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鐙Ｂネット無納試験５０ｍにつき４２４回転測定者岩田

(。。)|((ｊｗ)|ご篭 虫類｜暁悶ｊ額｜けい操頬｜反ノウ霧
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第８次昭和４４年１１月６～８日
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〃
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２０－５５
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５５５
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５
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0．０５

１５ (' １８－２０ １５０ ５５３ ５０．５ 2．７５ 0．０９

１６ ′' １５－４２ １５０ ５８５ ５２．１ 1．２５
Ｓ０

0．０４

１７ 〃 １３－５２ １５０ ５２２ ２８．６ ２１６ ００８

１８ ﾉノ １２－０４ １５０ ４０５ ２２．２ 2．０６ ００９

１９ ｆ' １０－２０ １５０ ４５０ ２５．６ 5．０４ ０２１



愚Ｂネット無納試験５０ｍにつき２０６回転測定者大槻

践|多毛類
。Ｑ

卓要旨１１肢

EIB

４．石

４１１

J､６lＣ

４１［四

］

３１［

４８

－８１－

(００）

１２７

(CO/77の

０８０

0．５１

オキア

ミ類

γγγ

γγγ

端脚類

γγγ

γγ

矢虫類

γ

＋

榛脚類

ＯＣ

ｃｃ

けい藻類

γ７

γγγ

皮ノウ類

γ７

γγγ

１７７

１７０

0．５９

0．６１

γγ

γγγ

γγ

γγ

＋

＋

ＣＯ

ＯＣ γγγ

γγ

７７

γ
■

γγ

１６．２

１４８

0．５１

0．６１

γγγ

７７７
の

γ７

γγ

γ

γ

０００

ＯＣＣ γγ

γγ

三’
１０．６

１５．４

２９

0．７０

0．４８

０５５

７７

γγγ

γγ７

γγγ

γγ

＋

γ

γ

OＣ

ＯＣＣ

ＣＣＯ

γγγ

γγγ

γγ

γ７

γγ

γγ

γγγ

γγγ

Z８ 0．２５ γγγ ＋ ｃｃ γγ γγ γγγ

２９ 0．５５ γγγ γ７ ＋ ＯＣ γγγ ７７γ γ γγγ

１２．０ 0．４６ γγ γγγ ７ ００ γγ７ γ γγγ

１４．８ 0４９ γγ γγ７ ７７ ００ γγ7 γ γ７

１２７ 0．５８ ’７ γγ γ ＣＯ γ７ ７

１７１０ 0５６ γ ７７ ＋ ００ γγγ γ γγ・γ

8.5 0．２６ γγγ γγγ ＋ ００ γγγ γγ γ・γ
Ｐ

１４．１ 0．４９ γγγ γγ γ ＣＯ γγγ ＋
Uｕ

１２．７ 0．５７ γγγ γγγ γ ００ γγγ γ γγγ

２，７ 1．２６ γγγ γγγ γγ ○ ００ γγγ γγγ



第９次昭和４４年１２月２～６日

。｝－１

8時,０分10772←５Ｃ=１６

皿Ｚロ

］Ｚ

ト
ー
］

ＬＪ－Ｉ（】

曰 ６－１Ｈ

－
］

'

１
】

ＤＣ

０

－８２－

・
・
、

Ｓｔ 月日 時刻 水層 回転数 (㎡） （？） (？／㎡）

１ １２月６日 １６時２０分 0772←50772 ２０５ 5.7 1．５１ ０．２５

２ ﾉノ １４－４５ １５０ ４４２ １２２ 1．６９ ０．１４

５ ′' １２－５７ １５０ ４９２ １５６ 2．５６ 0．１７

４ 〃 １１－０９ １５０ ５５０ １４．６ 2．９２ ０．２０

５ 〃

ﾉﾌﾟ

０９－２０

０７－５２

１５０

１５０

５２０

６６５

１４．４

１８．４

1．０２

0．９７

0．０７

0．０５

７ ノノ ０６－１８ ５０ ２９２ 8.1 2．０５ ０．２５

８ １２５ １６－１８ １５０ ６２０ １７１ 0．８０ 0．０５

９

１０

'′

---.'■■￣一△巳－－－－｡。－－￣■￣

●

"

１４－４４

１５－０５

１５０

１５０

４４５

４８８

１２．５

１５．５

0．９８

８５５

￣－－－－コ－－－￣

０．０８

0．１９

￣－－．－－－－．◆－－c－－－■

１１ '' １０－２５ １５０ ４５５ 1２６ 5．４５ 0．２７

１２ '' ０７－２０ １５０ ５６８ １５．７ ２００ 0．１５

１５ 欠

１４ １２２ ２０－２４ １５０ ５２５ １４５ ２８５ 1．２０

１５ ” １１７－当4７ １５０ ５７７ １５．９ 1．０２ ０．０６

１６ 〃 １５－１５ １５０ ５８２ １６．１ 2.09 ０．１５

１７ " １５－２６ １５０ ５６５ １５．６ 0．４６ ０．０５

１８

１９

〃

’'

１１－４５

１０－１５

１５０

１５０

５５７

５７０

１４．８
の■

１５．７

0．９５

1．１５

0．０６

0．０７



鑑Ｂネット無納試験５０ｍにつき４０８回転測定者大槻

戦１矢虫輔｜梼脇 ﾋﾞｸ震うｋｊ４ＩＤと／ソ爽只Ｍ１全１１万

－８５－

（００） (００／耐）
オキア

ミ類
端脚議 矢虫簿 僥脚類 けい藻類 皮ノウ類 腔腸煩 多毛類

8.8 1．５４ γγ７ γγγ γ ＣＯ ７ γγγ γγ

１０．４ 0．８５ γγ γγγ ７ ＣＤ ＋ γγ７ ７７γ ７γ７

１０．２ 0．７５ γγγ γγ７ γγ Ｃ ｒ■１
ﾍーノ γγγ γγ

１０．６ ０．７５ γγ７ γ７７ γ Ｃ (） ７７７ γ７ ７γγ

z１ 0．４９ γγγ γγγ γγ ０ ０ γγγ γ７ γγγ

6.9 ０３８ γ７７ γγ７ γ ＣＯ γ γγ

１０．６ 1．５１ ７７γ γγ ＋ ｒｌ
Ｌ－ノ ＋ γγ７

4.9 0．２９ γ ＋ ７７ ７ ０

4.9 ０．４０ γγ γγ７ Ｃ（） γ γγ７ γγ

１４．１ 1．０４ γγγ γγ ()Ｃ γ γγ γγ γγγ

１１．５ ０．９１ ７７γ γγγ ＣＯ ＋ γγ γ７７

１０．２ ０．６５ γ７ ７７γ ＣＯ ７７７ γγ７ ７７γ

１５．９ 1．１０ ＋ γγγ γ〆 ０ γ γγ γγγ

6.1 0．５８ ＋ γγγ γγ 〔)０ γγ γγ γγγ

5.7 0．５５ γγ７ ７７γ ＋ ００ γγ γγ γγ ７７γ

3.5 ０．２２ γγγ γ ｃｃ γ７ γ ７７γ

6.4 0．４５ γγγ ＋ ００ γγγ

●

γγ ７７ γγγ

7L８ 0．５０ γγ ７７７ γ ＣＯ γγγ ＋ γγγ



第１０次．昭和４５年１月８～１５日

Ｚ】１１□
ヨＦ１

ヨ８日１０９時４９分に ］’０．０８］’ル|と

ＤＩ２ｇＯ’１．６４１０．０６

0１０－０］Ｉ６

６１m｢１１４［

ＤｌＵｌ４dＩ４１８１１６

ヲ｜［］’４７８１１１ｺ］８

４１０８〔］’１９

B１１Ｃ２１
ｍＬ－Ｊ【。

[14８１１ｂ、０[]８６０

］’４５０１１ス４ｌｂ､ｙｙｌＣno［

RＯｌＯ２ｙ］l２Ｕ

］１４７０１１８．２１４．６Ｚ’０］0０

３８１２２．８１５．２６１Ｌ

[1１８ａＣrｌ
Ｊ

６６１Ｃ］］

B１Ｕ

［
－
］

４６Ｈ
－」

６１０］Ｉ』｢l
L｣

－８４－

水層 回転数 (耐） (９） (,／姉） (cc）

０
ｍ，
←５０

ｍ，

１５０

－．-二幻一･一･マーーー■￣■ｗ一一一.－－

１５０

ヰーニーーーロー－－－－－－￣￣■■■■■■■■■

１５０

１５０

１５０

５０

１５０

１５０

１５０

１５０

－－－－－－－－■●－－－｡◆－－￣●￣

１５０

１５０

１５０

４１５

７５０

６２２

４０５

４１８

４７８

１９２

４０６

５８８

４５０

５２０

４７０

５８８

４６５

１６．１

２２０

２４．１

１５．７

１６．２

１８．５

Ｚ４

１５．７

１５．０

１z４

２０．１

１８．２

２２．８

１８．０

1．５０

1．６４

1ｈｌＯ

5．２６

2．２０

2．５９

０．８０

1．８１

Ｚ１２

5．９９

5．８０

4．６２

5．２６

5．５１

０．０８

ｑＯ６

０．０５

0．２１

0．１４

0．１５

０．１１

0．１２

0．４７

0．５４

0２９

0．２５

0．１４

０．１８

4.9

５．５

４．９

6.9

-勺－－－－－－－LU●

5.5

6.7

5.5

５９

１４．５

１４．５

１２．４

１０．７

8.8

２６

１７ 〃 １５２０ １５０ ４０５ １５．７ 2．６５ 0．１７ 8.5

１８ 〃 １１４６ １５０ ４４６ １Ｚ５ ろ.７８ 0．２２ 8.6

１９ 〃 １０１２ １５０ ４７５ １８．４ 2．７６ 0．１５ 8.5

８ｔ

■Ｃ

月日

１ 月 ８ 日

〃

--_二－●い￣－－゜｡?●-－－中一■殉■⑰汀●｡｡④●－－◆■午

〃

－■￣￣o－－－一間●■●し－－－－●ロー●－－●サーーー￣￣

１１５

〃

〃

７ 〃

８ 〃

９ 〃

″

〃

欠

欠
￣￣－－●Pr-￣￣●－－－－－口伊￣●■

１１０

〃

－－－－－－－－■￣●■￣⑫-－－

〃

〃



⑮Ｂネット無細試験５Ｍ､につき２９２回転へ測定者大槻

脚類ｌ天匪 弓三J｢珠とうに原１１１旱ラ

ｄ５Ｃ

］１．９

ｑ２Ｃ

144

[１６６

LｌＺ１

ＤＳＢ

］，

Eｌ８

1６

］６９

『１６９

Ｆ１

Ｊ

IbL

」４６

－８５－－

(c9/〉γ１９）
オキアミ

類
端脚類 矢虫類 桟脚類 珪藻類 皮ノウ類 腔腸類

0．５０ γγγ ｛７ ０ ０ γγ γγγ

０１９

０．２０

７７

γ

γγγ

７７γ

γγ

γγ

０

０

０

０

γγ７

γγ７

γγ７．

γ７

０４４ γ７ γγ７ ７ ０００ γγγ

0．５３

0．５６

γ７

γ７７

γγ

γ

０

＋

ＣＯ

００

γγ

γ７

γγγ

047 ７７７ γγγ γγ ＋ ００ γ７７ ７７７

０５「;８ ７７γ γγ・ γγ７ ＯＣ ７ γ

０．，７ γγ γγ ７ ＣＯＯ ７７７

0．８５ γ７ γγγ 7７ 十 ＣＯ γ７７ ７７γ

0．６２

￣●－１－－●－.■■￣￣ヰー￣守一●￣

７

－－－●－１－４－●-－ﾄｰ■￣－－■

γγγ ７７ ０ ００ γγγ

0．５９

0．５９

7７

７

γγγ

γ７７

７

γ７

０

０

０

０

γγγ

γγ

γγγ

γγ

γ７７

－－●－ﾆーーユ巴一■－－１

γγ７

0．５５ γ７ ｒｒ Ｃ ＣＯ γγγ γγ７

０．５４ γ７ γγγ ７ ０ ０ γ γ γγγ

0．５０

0．４６

γγ

γ７． γγ

γ７

７

０

０

０

０

γγ

γγ



第１１次昭和４５年２月２２～２４日

－８６－－

Ｓｔ 月日 時亥|Ｉ 水属 回転数 (鍼） (９） (ｗｈ１;） (ｃｃ）

１ ２ 月 ２４ 日 １６時２０分 ０ｍ←５０ｍ １８８ ス４ ０．９６ ､､１５ 6．７１

２ 〃 １４５６ １５０ ５５０ ２１．８ ０．８５ ０．０４ ６．５６

５ '’ １２５５ １５０ ５８０ ２５．０ ０７１ 0．０５ 5．５０

４ ノノ １０４０ １５０ ４２５ １６．８ 5．５８ ０．２０ 7１７７

５ 〃 ＯＢ５７ １５０ ５５７ ２２．１ ２４２ 0．１１ ４９５

６ ２２５ １４５５ １５０ ５６６ １５．５ ス４５ 0．５６ １２０１

７ ﾉノ １６２５ ５０ １２８ 5.1 １７L４０ ５．４１ ２４．７５

８ " １５５５ １５０ ４１０ １６．２ １５．２５ 0９４ ２２．６１

９ 〃 １２１２ １５０ ４１４ １６．４ 1．４２ 0．０９ 5．８９

１０ 〃 １０２７ １５０ ５１５ ２０．４ 5．５８ 0．１７ 8．４８

１１ 〃 ０７２７ １５０ ５１０ ２０．２ 2．４０ 0．１２ 9L５４

１２ ﾉゾ ０５１２ １５０ ４５５ １８．０ 1．５５ 0．０９ 8．４８

１３ ２２ ワ ２５５２ １５０ ５６０ ２２．２ 5．４０ 0．２４ 4．５９

１４ ′〃 ２０４１ １５０ ５９５ １５．６ 1．８０ 0．１２ 8．８５

１５ 〃 １８０５ １５０

（

４８２ １９１ １５．１５ ０７９ ２２．９６

１６ 〃 １５２６ １５０ ４６５ １８．５ １０．７８ 0．５９ １９L４５

１７ 〃 １５４１ １５０ ４８１ １９ＬＯ 0．４５ ０．０２ 6．０１

１８ 〃 １１５７ １５０ ４９２ １９L５ ０．４８ 0．０２ ろ.５３

１９ 〃 １０１６ １５０ ５２０ ２０．６ 1．６０ 0．０８ 8．１２



⑮Ｂネット無細試験５０伽こつき201回転測定者大槻

１
－｣

］６

１
１
Ｊ

Ｆ
」

］１８

[ｌ６ｙ

－８７－

●
巳
②
Ｐ
■

(cＭ７１Ｄ
オキアミ

類
端脚類 矢虫類 僥脚類 珪藻類 皮ノウ類 腔腸類 多毛類

0．９１ γγ７ γ ００ ７７ ･７ γγ

0．２９ ｒｒｒ ７７ γ７ ００ γγ γ７ γ

０．２５ γγ ７７ γγ ００ γγ ７ γ７

0．４６ γγ７ γｒｒ γ７ ０ ０ 「 γγγ ７７７

０．２２ ７７ γ ０ ＋ ７ γ７７

０．９０ ｒｒ ｒｒ ７ ＯＯＯ

4．８５ γγ７ ７７７ ７７ ＣＯＯ

1．４０ ７７７ ｒｒ７ γγ ７７ ＣＯＯ γγ

０．２４ ７ ７７７ ０ ０ γγ γ７

0．４２ ７ ７ ０ ０ ｒｒ７ γγ

0．４７ γγ７ γγγ ＋ ００ ＋ ７７ γｒｒ

0．４７ γ γ７７ γγ ００ ＋ γγ γγ７

０．２１ ７７ γγγ γγ ００ ０ γγ

0．５７ γγ γγγ γγ ００ ＋ γ ７７７

1．２０ ｒｒ γγγ γγγ γγ ０００

1．０６ ７７γ γγ７ ｒｒ ＋ ００ γγ７ γγγ

0．５２ ７７γ γγγ ＋ ０ ７ γ γγ γγγ

０．１８ ｒｒｒ γγγ ７ ｃｃ γγγ γ γγ γγγ

０．５９ ７７ γγγ ＋ ０ γγγ ７ γ γγγ



第１２次昭和４５年５月１９～２２日

。曰１ぱ言

Ｅ１１１７時、６分

'

０９

0８３Ｄ

」６６８

。ｂ５８

８

Ｆ可

」 ４０

４［

１
－
Ｊ

ｒ
」

］
『Ｆ

Ｊ～OB

ｎ
円
】

４［

4円

「．

L｣

ｒ１

Ｌ－。

－８８－

ＳＴ

「

Ｔ１

月日
P￣￣記－－－０ヰーーニーﾛ･吟￣－－－－－－－
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⑮Ｂネソト無細試験５０ｍにつき５１５回転測定者大槻

－８９－

(ＣＭ?'）
オキアミ

類
端脚類 矢虫類 桃脚類 皮ノウ頬 腔腸類 珪藻類 多毛類

0．９４ ７ ０００ γγ７ γ７ γγ７

０．５０ γγγ γγ ０００ γγ７ γγ γγ７

0．５６ γ７ γ７ ＋ ０００ γγ ７７γ γγ７

０．６２ ｒｒｒ γγ ｒ７ ０００ γγ γγγ

0．５６ γγγ ７ ＯＣＯ γγ７

0．１８ ７７７ ｒｒ ＯＯＯ γγ

0．５５ ７７７ ７ ０００ ７７ γγ了

0．４２ γ ＯＯＯ γγ７ γ７

0．４７ γ７７ ＋ ０００ ７７７ γγγ

0．５３ γ７ γγ ０００ γγ

0．５５ γ７ ｒ７ｒ ｃｏｏ γ７ γ７
￣

2．１６ ７ γ７ ００ γγγ γ

0．７２ γ７ ０００ ｒｒｒ γ７

0．４７ ７ γγγ ００ γ γγ γγγ

0．５４ γγ ７７ ００ ＋ γ`γ

0．５８ ７７ ｒ７ｒ ０００ γ７７ γγ γγγ

0．４１ γγ７ ０００ γｒｒ γγ γγ７

0．２５ γγ ７７γ ０００ γγγ γγ γγγ
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